
北海道教育大学附属旭川
幼稚園の佐藤公文園長から、
小平幼稚園の保育を事例とし、
幼児が主体的に遊びこむため
には、保育者も含め、幼児同
士の体験の共有や感動の共有
が大切であることについて、
助言していただきました。

小平町立小平幼稚園
園長 木内裕子氏

北海道教育大学附属旭川幼稚園長
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リモート助言を視聴

令和４年７月27日（水）に北海道国公立幼稚園・こども園教
育研究大会（留萌大会）の公開研究大会を予定している小平町
立小平幼稚園のオンライン公開保育を実施しました。今回の公
開保育では、幼児の興味・関心から始まった「ラーメン屋ごっ
こ」「お寿司屋ごっこ」などの調理や接客の遊びを通して、他
の幼児と試行錯誤しながら活動を展開する楽しさや共通の目的
を実現する喜びを味わうことができる環境構成と保育者の働き
かけをカメラを通して伝えることができました。

12月21日（火）公開保育の実施

タブレット端末で撮影・配信 講師から助言園長からの挨拶


